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Ⅰ．問題と目的
現在、幼児教育や保育において「保育の質」の向上が求められている。それは、平成20年に改訂された

保育所保育指針において、質の高い保育を展開するために保育者の専門性の向上について明記されたこと
からも明らかである。
「保育の質」を語る際、２つの側面からの言及がなされている（秋田ら,2007）。１点目は保育をサービ

スと捉え、保育室の広さや子どもと保育者の人数割合の問題など、物的なものの量の確保に関する側面か
ら保育の質を考えるもの（大宮,2006；庄司ら,2010）、２点目は保育者の専門性という観点から保育実践の
内容についてその質を問うものである （塩路ら,2004；根ケ山ら,2006；諏訪,2000）。秋田ら（2007）は、現
在の日本では保育の質を考える際、前者に重きを置く傾向が強いことを述べている。それは、高辻（2003）
が、日本での保育研究における「保育の質」の定義に未だ確固たるものが見られないことを指摘している
ことからもわかるように、保育実践の内容という質的な側面からの「保育の質」が何を指すのかが明確に
されていないことが１つの要因として考えられる。その理由として、保育実践は個別具体的で多様な営み
であるために、質的な側面からの「保育の質」について列挙することが困難であるからということが考え
られる。 

現代の日本の幼稚園・保育所における保育は、様々な社会的なニーズの高まりや、子育て環境の変化か
ら、乳幼児の個々の発達課題を考慮した保育の実施や育児不安を抱える保護者への対応など、保育者の高
い専門性が必要とされている。そのような中、重要な課題であるにも関わらず言及されることが少なかっ
た質的な側面からの「保育の質」を再考する必要があるだろう。
「保育の質」を考える際、保育者の存在は切り離せない問題である。保育所・幼稚園で生活する乳幼児

にとって、日中活動のほとんどの時間を共に過ごす保育者は、家族以外で最も身近な大人の一人であり、
乳幼児のさまざまな成長に大きな影響を与えると考えられる。その中でも、保育者の保育に対する考え方
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や子どもをどのように捉えているか、また何を重視しているかということは、保育者の保育行動の根幹と
なる部分であろう。保育者がどのように子どもや保育を捉えているかという点については、「保育観」と
いう観点からこれまで数多くの研究がおこなわれてきた（赤塚,1981；森ら,1986；森ら,1986；藤崎
ら,1985；藤崎ら,1986；邨橋ら,1989；中,1996）。そこでは、ある時代の保育者が持つ保育観や子ども観が
量的な研究方法により明らかにされ、一般的な保育者の保育観が示されてきた。しかし、個別具体的であ
る保育実践や保育者の保育観を語る際には、一般化されたものからは明らかにされないものがあり、質的
な研究方法でしか接近することができない事象もあると思われる。そこで、インタビュー（奥山,2008）
や面接法（梶田ら,1990）、観察による事例の検討（井戸,2007）など質的な研究手法を用い、保育者の保育
観を明らかにしようという研究が行われている。少数の事例ではあるが、このような個々の保育者の持つ
保育観を描き出すことは保育を考える際に意義あることだと思われる。

一方、保育者に関する研究には、保育者の成長という側面からも研究が行われている。このことについ
ては、保育者の力量形成や熟達化という言葉で研究が行われている。保育経験年数によって指導方法が異
なる（杉村ら,1991）ことや、保育経験を積み熟達するにつれて豊富な構造化された知識によって問題解
決を行っていることが報告されている（高濱,1997；高濱,2000）。このことからは、経験年数を経ることで
の保育者としての成長があると考えられ、保育者は様々な経験を蓄積させることで「よい保育者」となっ
ていくと言える。

しかし、経験を積むことで保育者としての技量を上げていくというような、いわば右肩上がりの成長と
いう側面からのみ保育者の在り方を語ることはできない（三谷,2007）。なぜならば、保育という営みには、
当の保育者には意識化されない自明化された「当たり前」となった保育ならではの事象があり、保育者は
このような保育の世界ならではのものの考え方や捉え方を身につけることで「保育者」になっていくと考
えられ、その過程において成長という言葉だけでは説明不能なものがあると思われるからである。

保育者を取り巻く保育という社会には、浜口（2008）が、保育者が「育ち」という言葉に特殊なニュア
ンスを持たせて使用するということを述べたことからも分かるように、保育者ならではのものの捉え方や
考え方というものが存在することが考えられる。例えば「子どもの思い」という言葉を聞いた時、保育に
携わった経験のあるものならば少なからず「あのこと」と思い当たる事柄のことである。このことは成長
という側面だけでは語ることができないものだと考えられる。しかし、鯨岡ら（2007）が言うように子ど
もと心を通わせた保育実践上の「あのこと」は、可視的でないために当事者以外には理解しづらく、保育
者自身ですら掴みづらい側面があると思われる。

保育実践は、保育者と子どもとの個別具体的な営みである。そこには保育者の保育観はもとより、職員
関係、保育者と保護者の関係など、さまざまな異なった状況があるために、非常に複雑な行為であると言
え、その理解は時として困難な場合がある。その点に触れるため本研究においては、質的な研究方法をと
る。それは、津守（1997）や鯨岡（1999）が、幼児と保育者との関係の中での保育者の姿を丁寧に描きだ
してきたように、個別具体的である保育を描き出す際に、一つひとつの事象を丁寧に洗い出すことでしか
表わせないものがあり、保育実践の中にある事象を蓄積していくという質的な方法が適していると考える
からである。

そこで本研究では、ある３名の保育者が実践の中で大切にしていることをそれぞれの語りから明らかに
することで、保育とはどのような営みであるかということを描き出すことを目的とする。
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Ⅱ．方法
（１）方法

対象者自らの保育実践エピソードの語りを質的に分析し、保育実践の中で大切にしていることに関する
考え方を明らかにする。方法としては、対象者に保育実践に対して自由に語ってもらい、発表者との相互
行為の中で語りを産出するものとした。

（２）対象者の選定方法
保育経験が蓄積されることで実践において重視する視点が養われると考え、10年以上の経験がある保育

者とした。依頼は筆者の知人や保育所・幼稚園の園長先生を通し、名前や勤務先などのプライバシーが守
られることを説明し、了解が得られた人を紹介してもらった。

（３）対象者
対象者は以下の３名である。
１）Ａ保育者・・・Ｘ市にある私立保育園で勤務している。Ａ保育者は四年制大学で幼稚園教諭免許状

と小学校教諭免許状を取得し、卒業後、Ｘ市にある私立Ｃ幼稚園で４年間、正規職員として勤務し
ている。Ｃ幼稚園に就職したのは、「そこの保育がどうというよりは、ただただ幼稚園に勤めたいなぁ
という思いだけ」であったことが話された。４年後、「園が嫌とかそういうことではなく、幼稚園
教諭をやりきったな」という意識の中でＣ幼稚園を退職した後、現在の勤務園である私立Ｄ保育園
でパート職員として働き始めている。「はじめは気軽なお手伝いという意識だった」Ｄ保育園での
勤務であったが、Ａ保育者は徐々にＤ保育園で働くことの面白さを感じはじめ、働きながら国家試
験にて保育士資格を取得した。パート職員として３年間勤務後、Ｄ保育園と同法人のＥ保育園に正
規職員として採用された。Ｅ保育園で正規職員として４年間勤務後、異動になり再びＤ保育園に勤
め、現在６年目である。幼稚園保育園の通算勤務年数は、16年間である。私生活の面では、Ｅ保育
園に勤務をしている期間に結婚をしている。インタビュー時は２度目の育休を終えて復帰し、数ヶ
月経た頃であった。

２）Ｂ保育者・・・Ｙ市にある公立保育所にて勤務している。Ｂ保育者は、短期大学で保育士資格を取
得し、２年間公立臨時保育士として勤務をした。その後、現在勤務するＹ市の保育士として採用さ
れた。保育士経験は20年間である。Ｙ市の公立園は、Ｂ保育者より「ずっと年上の人ばっかり」と
いう比較的年齢が高めの保育者で構成されており、Ｂ保育者は「久々の採用で、期待の新人」であっ
た。年齢の近い保育者はすべて臨時採用の保育者であったり、時には自分よりも年上のパート保育
士とクラス担任を持つこともあり、自らがクラス責任者となることもあったことから、「自分がしっ
かりしなくては」、「人には頼れない」という気持ちを自然と持つようになったということである。
またそれには、「いいと思うことはきちんとやりたいし、そこを『まぁいいか』・・とはできない私
の性格」も少なからず影響しているという語りがあった。プライベートでは、30代半ばで結婚、出
産を経験し、現在は２児の子どもと夫の４人家族である。

３） Ｃ保育者・・・Ｚ市にある私立幼稚園に勤務している。短期大学で保育士資格と幼稚園教諭免許状
を取得し卒業後、Ｚ市にある私立Ｆ幼稚園で３年間勤務した。Ｆ幼稚園への就職は、幼稚園実習で
訪れたＦ幼稚園の雰囲気に好感を持ったことをきっかけとし、実習後も行事などに参加したり、ア
ルバイトとして園に出入りをしていたことから「園長先生からも『当然来るよね』と言ってもらい、
自分もそれが自然だった」ということである。幼稚園での勤務は非常にやりがいがあったが、「園
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内になんとなくそういう雰囲気があったし、自分もそうするもんだと思っていた」ことから、妊娠
を機に退職をしている。子育てを経て10年ぶりにＦ 幼稚園にパート職員として復帰し、通算勤務
年数は12年間である。退職してからもずっと、園行事には子どもを連れて参加したり、時にはバザー
などの手伝いをしたこともある。再就職においても、園長先生から「そろそろ○○ちゃん（子ども
の名前）も大きくなったし、少し力を貸して欲しい」との依頼があったことがきっかけであった。

（４）日時・場所
それぞれの対象者の希望により、日程を設定した。Ａ保育者は、201X年６月20日、Ｂ保育者は201X年
５月３日、Ｃ保育者は201X年４月28日である。インタビューにかかった時間は、それぞれ90～120分程度
であった。対象者には、インタビュー終了時に、分析にあたって不明な点があった際は、電話で確認を取
らせてほしいことを依頼し承諾を得た。また、語りを書き起こし逐語録を作成したものを対象者に確認し
てもらうように依頼を行った。Ｂ保育者とＣ保育者からは承諾が得られたため、インタビュー後１週間程
度で逐語録を対象者の自宅に郵送し、内容に誤りがないか、また細かなニュアンスの取り間違いがないか
を確認してもらった。Ａ保育者については、「話したことを自分で改めて読むのは恥ずかしいから、あと
は（筆者に）お任せしたい」との理由で、逐語録の確認は実施できなかった。インタビューの場所は、そ
れぞれの希望によって現在の勤務園や対象者の自宅にて実施した。

（５）分析方法
インタビューを開始する際に対象者に許可を得て、語りをICレコーダに採録した。また、途中で採録

されたくない内容がある場合は、申し出るといつでも録音の中断が可能であることを説明した。インタ
ビュー後、対象者と発表者の語りを全て書き起こし逐語録を作成した。分析の視点の１点目としては、対
象者それぞれが経験した個別具体的な保育実践とそれぞれの意識について焦点を当てる。２点目として
は、保育者の保育実践に対する意識には、勤務園の保育理念が影響していると考え、勤務園の保育理念に
ついても目を向けるものとする。

Ⅲ．結果と考察
語りの分析により「個々を大切にする保育と集団活動の経験」、「上司・同僚や保護者との関係と保育実

践との関連」、「保育実践における『見た目』」という３つの項目が浮かび上がった。本研究においては、
紙面の関係上、「保育実践における『見た目』」、「個々を大切にする保育と集団活動の経験」について報告
を行う。

（１）保育実践における「見た目」
全ての対象者から「見た目」というような表現を使用して、保護者の目や園長や周囲の保育者の視線や

評価に関する事柄が語られた。括弧内は筆者の語りである。
Ａ保育者の語りからは、複数の園での勤務経験によって、現在のＡ保育者の保育観が徐々に構築されて

きたことがうかがえる。

私、今の保育園の前に幼稚園に勤務してたんですけど、なんかその園って見た目を重視してたんですよ
ね。（見た目と言いますと？）あの～。作品の綺麗さとか行事の豪華さとか、子どもの態度がきちんとし
てるとか、そういう点で保護者の目とかを。（あ～そういう。Ａ先生のお話では、今の勤務園とは保育の
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考え方に違いがある感じですけど、当時は・・そのそういう見た目重視についてどう思っていましたか？）
う～ん。あの当時はね、それについて、特に何も感じてなかったんですよね。今思うと、「あの保育の意
味はなんだったんだろう」って疑問があるし、「よく４年間も勤めたな」って思いますけど（笑い声）。新
卒でお世話になった園で、それしか知らないから、そこについて行くのに必死っていう。（あの保育の意
味はなんだったんだろうっていうことをもう少し聞かせてもらえますか？すごく面白い）えっと・・・う
～ん。今、保育をしてて。う～んＤ保育園って自然だなぁと。子どもも自然、保育者も自然っていう。（自
然というと・・）こう・・保育を「よく見せよう」とかでなく、子どものそのままを大事にしようってい
う雰囲気があると思うんです。園全体の空気として。偶然ここでお世話になるようになったんですけど、
自分にはこういうやり方があってるなぁと今はつくづく思います。（Ａ保育者の語り）

Ｂ保育者からは職員間の仕事に取り組む姿勢の違いと、それを表現するものとして、「表面的な見た目
が綺麗な理由」という言葉で語られた。

公立だからある程度・・その・・・保育の質が保たれているって言いたいところですけど、意識のある
人とそうでない保育士がいることもやっぱり事実なんです。（えっと・・意識が低いっていう？）そうそ
う、「なにもしない」っていうタイプの保育者も少数やけどいるんです。「えっ？」って思うのは、やらな
い言い訳を上手くそれらしい理由を言っているんです。「子どもの主体性を大事にしたいから」とか。い
やいや、もっと子どもと過ごそうよ、遊ぼうよって思うわけです、私は。（ハハハ。なるほど。所長先生
や周囲の先生はなんと？）保育って経験年数とかでなくって「分かる人」と「分からない人」がいること
ない？（分かる人っていうと？）なんか・・センスっていうか・・・嗅ぎ分ける力っていうか、そういう
分かり方ってあるかなぁって。（あぁ、なんか分かります。そういうのあるかも）でしょ。で、経験のあ
る保育者でも、そういう表面的な見た目が綺麗な理由を見抜けない人もいますよ。（Ｂ保育者の語り）

Ｃ保育者からは、勤務園の多忙な行事について、保護者に「見せる機会」であるとし、その在り方につ
いて肯定的に捉えていることが語られた。

園では行事などが結構あって、やらないといけないことが満載なので、それはやっぱり忙しいんですね。
（えっと、保育者が？子どもが？）両方です。私たちも忙しいし、子どももあれこれあるんですね。（あぁ。
それについてはどうです？大変かなぁとか）う～ん。そうですね・・・大変と言ってしまえばそうかもし
れないけど、それって大事なことだと思うから。（大事なことというのは、えっと・・行事のどういう部
分が？）やっぱり形としてきっちり「できる」っていう経験をさせることは子どもの自信にもつながりま
すし、お母さんたちのこう「目標」っていうか、親に「このくらいはできるんだ」って見せる機会は大事。
（あぁ。なるほど。）というのと・・・（ん？）まぁ、ある意味、「私の保育の評価」にもなりますから、（あ
～、園長先生とかからの？）ええ。あと保護者からの。（あぁ。そうか）「一人ひとりの子を大事に丁寧に
保育してる」っていうのを見てもらう機会ですから。（あぁそうですね。う～ん・・・その・・「一人ひと
りを大事に」っていう部分と、「見せる」っていうこととか「行事前の忙しさ」がどう結びついているか、
もう少しお話してもらえますか？）結びつきですか？一人ひとりを丁寧に保育していることが、行事で見
てもらえるってことです。（・・・あぁなるほど。）（Ｃ保育者の語り）

Ａ保育者からは、以前の勤務園の実践が「見た目」を重視していたという気づきが、退職後、現在の勤

D09068_69001583_佐藤智恵.indd   77 2017/02/14   14:52:24



－78－

務園の保育実践を経験することで初めて実感されたことが語られた。また、Ｂ保育者は他者が行う「実際
の実践」とそれを「上手く説明する言葉」の間に存在する矛盾を「見た目の綺麗な理由」という言葉で表
現した。

Ｃ保育者と発表者との間の語りでは、発表者は、Ｃ保育者の「行事などやらねばならない事項が多い」
という語りと「一人ひとりを大事にする保育」という語りにある種の矛盾を感じ、それがどう結びついて
いるのかを深く尋ねようとしている。しかし、Ｃ保育者からはこの質問について詳細に説明されることは
なく、発表者もそれ以上そのことに踏み込むことはなかった。これは、発表者が自身の保育観とは異なる
と思われるＣ保育者の保育観と向き合った際に、疑問を投げかけることへの躊躇があったと思われる。

（２） 個々を大切にする保育と集団活動の経験
保育者として働く上で、個々の子どもを大切にすることと、集団活動の展開、いわゆるクラス運営につ

いての経験がそれぞれの対象者から語られた。Ａ保育者からは、自らの保育行為の結果はすぐに出ないも
のであるために、評価は出来ないとした上で、個々の生活の充実が集団生活の充実に繋がっていくと語ら
れた。

保育って・・・こう・・なんていうか評価ができないでしょ。（う～んと・・子どもの？自分の？）あ、
両方です、両方。子どもの姿って今すぐどうこうなるわけでないし、そんなにすぐ「これがよかった」と
か「ダメだった」とかは言えないし、そこが・・面白いところでもあり難しいところだと思っています。
私のやっていることが、それこそ10年後、20年後に形になっていくという思いは、割と初任の時からあっ
て。あ～、若い時はそういうことを思う余裕はなかったかな。必死やったから（笑い声）。それで、結局
は自分の技っていうか子どもを理解する力が問われているなと。個と集団ってよく対比されるけど、私は
切り離しては考えられないと思う。（それは、どういう？もう少し聞かせてもらえますか）。１人１人が充
実してたら、集団も充実してくるような気がしています。それが保育の良さ、集団の良さだと。（Ａ保育
者の語り）

Ｂ保育者からは、個を大切にすることに重点を置いていることが語られた。その中で、集団活動につい
て語る際に、他者からの評価が併せて話された。現在は、そういう点を気にしなくなったということであ
るが、自身も経験の浅い時期には、他者からの評価が気になっていたことが語られた。

一人ひとりの子どもを大切にする、丁寧に付き合うってことはやっぱり保育の醍醐味やと思う。他にこ
んなことが出来る職業ってあるのかなぁって。私はね、ある程度集団はいいかなぁと思ってて（いいとい
うのは？）気にしないっていう意味。（それはなぜですか？）う～ん。クラス運営ってことでしょ、集団っ
て。それって結局「私の能力」のことですよね。みんな、保護者とか同僚とか他人からの評価を気にする
から、集団の進め方を気にする必要が出てくるんじゃないかな。私は、今はクラスの子ども全員を大事に
できたらそれでいいかなって思っています。昔はやっぱり他人の目が気になったけど。「できる人って思
われたい！」というような（笑い声）（Ｂ保育者の語り）

同様にＣ保育者からも経験の浅い時代の周囲からの評価や「無言の圧力」について語られている。

私は今、パート職員なんですね。それで、正規職員として働いていた時の違いとして、集団をまとめる
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とかクラス運営とかをあんまり考えなくていいということなんですね。（ほぅ～）やっぱりそれは主担任
の人、正規職員の役割っていうか、自分もやってきたからしんどさが分かるから、少し集団から外れる子
のことなんかは「いいよいいよ、私に任せて。私が見てるから大丈夫よ」っていうサインを若い先生たち
に送ってます。やっぱりね、園の中には「クラスがきちんとまとめられるか」っていう無言の圧力という
か、園の先生たちみんなが「出来てる？」って見てる感じはあるでしょ。あれはキツイですよ。（Ｃ保育
者の語り）

このように集団活動のことを語る際、保育者たちは周囲からの評価や、保育職の厳しさについて言及し
ている。ある程度経験を重ねると、その重圧からは解放されているようであるが、保育経験の浅い新任保
育者の期間は、周囲からの期待や見えない圧力を困難さとして捉えていたようである。集団をまとめる力
と評価が密接に結びついているという点は、保育という社会に潜んでいる風土の１つの側面であると考え
られる。保育者たちは、自身を評価される厳しい視線に耐えながら、自分なりの方法を探り、保育者とし
ての自己の保育観を確立してきたのかもしれない。

本研究の対象者の語りの分析から、保育がどのような営みであるかという点において、以下の３点が描
き出された。１点目としては、Ｂ保育者の語りに見られたように、「実際の保育」と「実践を語る言葉」
の間に齟齬がある可能性が潜んでいるという点である。Ｂ保育者に語られたような先輩保育者の姿は、ご
く少数の保育者の姿であると思われる。しかし、ここまで極端な事例でないにしても、言語表出がまだ十
分でない乳幼児を対象とした職務であること、またその時々で場面や状況が移り変わっていく行為である
ため、保育実践には保育者が自己の保育行為を正当化することが容易に行いやすいという側面を内包して
いるのかもしれない。２点目は、Ａ保育者やＢ保育者の語りに見られたように、保育実践は他園や同僚と
いった「他者」と自らの保育実践を比較することによって、自らの保育観が浮き彫りになることがあると
思われる。３点目として、保育に関して自身にとってあまりにも当然のこととして捉えられている事象の
場合、改めて言語化することが困難ということが考えられる。

保育者にとって、保育は日常行為の蓄積であり、明確な正解がない保育実践においては、その日の自身
の実践をふり返ったり評価したりすることは、それぞれの保育者に委ねられる部分が大きい。他者と保育
を語り合う時間をもつことで、自身の保育に対する考えを意識したり、言語化することが可能となり、よ
りよい保育の実施に繋がるのではないかと考える。
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